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平成28年9月30日現在
会員数：945名

　　男性762名 女性183名

タ
ン
ス
の
肥
や
し

正
化　
千
尋（
花
咲
地
区
）

　
タ
ン
ス
の
肥
や
し

の
代
表
的
な
物
、
そ

れ
は
着
物
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
も
う

す
で
に
着
な
い
か
ら
と
処
分
し
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
着
な
い

と
思
い
つ
つ
も
処
分
で
き
な
い
着
物
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
母
は
踊
り
を
し
て
い
た
の
で
着
物

を
沢
山
残
し
て
逝
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
処

分
出
来
ず
、
何
と
か
活
か
す
事
は
で
き
な

い
か
と
思
っ
て
い
た
と
き
、「
は
さ
み
を
入

れ
な
い
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
」と
い
う
本
と
出

会
い
ま
し
た
。「
こ
れ
だ
！
」と
思
い
、着
物

を
ほ
ど
き
ネ
ッ
ト
に
入
れ
て
洗
い
、ア
イ
ロ

ン
で
乾
か
し
て
、
次
か
ら
次
に
リ
フ
ォ
ー

ム
し
ま
し
た
。
９
月
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド

ラ“
と
と
姉
ち
ゃ
ん
”で
直
線
裁
ち
の
洋
服

の
作
り
方
等
を
放
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一枚
の
着
物
か
ら
三
枚
の
洋
服
が
で
き

ま
す
。
も
う
二
十
枚
以
上
の
着
物
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
。
羽
織
も
な
か
な

か
良
い
も
の
が
出
来
ま
す
。

　
そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、着
物
は
形
は

同
じ
で
も
素
材
の
違
い
に
よ
っ
て
季
節

を
選
び
、場
も
選
ん
で
き
た
、と
い
う
日

本
人
の
心
・
知
恵
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
着
物
を
着
物
と
し
て
着
る
の
が一番

良
い
と
思
い
ま
す
が
、夏
は
涼
し
く
冬
は

暖
か
く
、知
恵
を
活
か
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム

し
ハ
サ
ミ
を
入
れ
ら
れ
る
と
さ
ら
に
デ

ザ
イ
ン
も
進
化
さ
せ
ら
れ
て
楽
し
く
、オ

リ
ジ
ナ
ル
の
洋
服
が
で
き
ま
す
。

　
タ
ン
ス
の
肥
や
し
を
活
か
し
て
見
た
い

方
は
ご一緒
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？

　
な
お
、９
月
16
日
㈮
、女
性
の
会「
夢
の

輪
」の
例
会
に
お
い
て【
着
物
の
リ
フ
ォ
ー

ム
】を
12
名
の
参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。

10
月
の「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
」に
出
店
い
た

し
ま
し
た
。

信
頼
の
ラ
リ
ー

剪
定
班　
岩
城　
和
貴（
鷺
沼
地
区
）

　
仕
事
に
先
立
っ
て
、

挨
拶
訪
問
時
に
指
示

事
項
を
請
け
た
ま
わ

り
な
が
ら
樹
木
の
状

況
を
把
握
し
、作
業
日
、費
用
の
概
略
を

説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
作
業
当
日
は

皆
で
揃
っ
て
施
主
に
挨
拶
、ご
注
文
事
項

を
確
認
さ
せ
て
頂
い
て
仕
事
に
掛
か
り

ま
す
。

　
剪
定
作
業
は
こ
の
様
に
施
主
と
意
思

疎
通
の
チ
ャ
ン
ス
が
多
い
の
が
特
徴
。
そ

の
話
の
中
か
ら
結
婚
記
念
樹
、お
子
さ
ん

誕
生
記
念
樹
、故
郷
の
樹
、思
い
出
の
樹

な
ど
知
り
得
た
事
は
覚
え
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。
樹
木
の
取
扱
い
に
も
、話
題

に
も
活
か
せ
ま
す
。

　
ど
の
班
で
も
同
じ
で
す
が
、仕
事
は
丁

寧
に
、良
い
仕
事
は
盗
む
、家
の
人
が
居

な
く
て
も
合
理
化
は
無
し
、作
業
時
間
は

正
確
に
、仕
上
げ
は
綺
麗
に
、お
客
様
の

お
話
は
傾
聴
の
姿
勢
で
伺
う
こ
と
。
こ

う
し
た
事
柄
は
私
ど
も
の
経
験
則
か
ら

顧
客
満
足
度
の
向
上
に
連
携
し
て
い
る

こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
満
足
度
の
高
い
顧
客
の
仕
事
評
価
は
、

「
イ
ヤ
ー
さ
っ
ぱ
り
し
た
」「
気
分
が
い
い
」

「
や
っ
ぱ
り
本
職
だ
」「
あ
り
が
と
う
、
来

年
も
頼
む
よ
」「
私
が
死
ん
で
も
こ
れ
ま

で
通
り
剪
定
に
来
て
く
だ
さ
い
」「
娘
に

も
言
っ
て
お
き
ま
す
」「
こ
の
家
に
お
嫁
に

来
て
以
来
、庭
が
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な

っ
た
の
は
初
め
て
！
」な
ん
て
持
ち
上
げ

ら
れ
る
と
野
郎
共
は
単
純
で
す
か
ら
、舞

い
上
が
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。
早
い
話
、
仕
事

を
し
て
喜
ば
れ
、感
謝
さ
れ
る
。
こ
れ
は

剪
定
屋
の
醍
醐
味
と
言
う
か
、生
き
が
い

に
な
る
！

　
こ
ん
な
仕
事
は
な
か
な
か
無
い
！

“
暑
い
、
寒
い
、
蜂
、
茶
毒
蛾
の
幼
虫
、
怪

我
、
雨
降
り
、へ
ま
”な
ん
て
何
で
も
あ
り

ま
す
け
ど
。

　
顧
客
関
係
を
向
上
さ
せ
た
か
っ
た
ら
、

先
ず
自
分
た
ち
が
良
い
仕
事
を
す
る
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
お
客
様
か
ら

良
い
評
価
を
頂
け
る
よ
う
な
ら
、相
互
に

信
頼
関
係
が
高
ま
り
、信
頼
の
ラ
リ
ー
に

ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
す
る
で
し
ょ
う
。
仕

事
を
生
き
が
い
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

『
何
事
も 

神
は
細
部
に
宿
る
』と
言
い

ま
す
。生

涯
現
役

松
田
藤一会
員（
谷
津・奏
の
杜
地
区
）

に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
石
が
流
れ
て
木

の
葉
が
沈
む
」当
た

り
前
、な
ら
ざ
る
こ
と

の
た
と
え
で
す
が
、と

に
か
く
お
元
気
、そ
し
て
、常
に
前
向
き
な

方
で
す
。
ご
紹
介
に
あ
た
り
ご
本
人
の
許

可
を
頂
き
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
イ
ヤ
ー
今

更
恥
ず
か
し
い
」か
ら
と
い
っ
た
ん
お
断

り
さ
れ
ま
し
た
が
、「
ど
う
し
て
も
後
輩

に
勇
気
を
与
え
て
く
だ
さ
い
」と
強
く
お

願
い
し
ま
し
た
。

　
昭
和
7
年
生
ま
れ
会
員
歴
10
数
年
、現

在
は
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
を
週
1
回
の
他
、

チ
ラ
シ
配
り
を
年
10
回
程
度
、１
４
０
０

枚
ほ
ど
を
坂
道
も
な
ん
の
そ
の
、4
～
5

時
間
か
け
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
小
柄

な
お
体
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
の

パ
ワ
ー
、そ
れ
も
日
頃
の
健
康
管
理
の
賜

物
、毎
日
1
時
間
、雨
の
日
以
外
は
途
中

休
ま
ず
に
歩
き
、
気
の
合
っ
た
仲
間
と
の

カ
ラ
オ
ケ
、ボ
ウ
リ
ン
グ
、ま
さ
に「
シ
ル

バ
ー
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」。
カ
ラ
オ
ケ
は
新

曲
を
2
～
3
回
テ
ー
プ
で
聞
く
だ
け
で

覚
え
る
と
か
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
ほ
う
は
、

本
人
曰
く
、「
趣
味
で
や
っ
て
い
る
程
度
だ

よ
」と
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
す
が
、
1
日
数

ゲ
ー
ム
は
こ
な
し
、100
点
が
出
な
い
と
き

は
1
日
中
機
嫌
が
悪
い
と
か
？

　
座
右
の
銘
は「
健
全
な
精
神
は
健
全
な
体

に
宿
る
」だ
そ
う
で
す
。
お
年
を
伺
う
と
叱

ら
れ
ま
す
が
、7
回
目
の
年
男
で
す
。

　

最
近
は
道
を
歩
い
て
い
て
も
若
い
人

た
ち
よ
り
も
、む
し
ろ
高
齢
者
が
目
立
つ

こ
の
頃
で
す
が
、
ま
さ
に「
シ
ル
バ
ー
パ

ワ
ー
！
」こ
れ
か
ら
の
社
会
を
背
負
っ
て

立
つ
よ
う
な
お
姿
に
敬
意
を
感
じ
ま
す
。

そ
れ
で
も
や
は
り
、こ
れ
か
ら
の
時
代
の

成
長
は
若
い
人
た
ち
に
期
待
す
る
わ
け

で
す
が
、そ
ん
な
中
、今
は
少
な
く
な
っ
た

「
昭
和
の
頑
固
お
や
じ
」が
貴
重
な
時
代

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
お
元
気
で
後

に
続
く
60
～
70
歳
代
の
若
い
？
後
輩
達

を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

広
報
部
会

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
会
議
室

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～（
30
分
単
位
）

　
シ
ル
バ
ー
会
議
室

　
毎
月
５
日
、20
日　
午
前
９
時
～
正
午

　
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
所（
袖
ケ
浦
）

　
毎
月
５
日
、12
日
、20
日

　
午
前
９
時
～
午
後
3
時

　
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
所（
袖
ケ
浦
）

　
毎
月
第
４
木
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

　
シ
ル
バ
ー
作
業
室

※
そ
の
他
、各
町
会
、マ
ン
シ
ョ
ン
、集
合
住
宅

自
治
会
な
ど
へ
出
張
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
詳
細
は
、シ
ル
バ
ー
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
第
１
、第
３
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
会
議
室

※
入
会
希
望
の
方
は
、シ
ル
バ
ー
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
事
務
局
）

　
平
成
28
年
８
月
８
日
㈪
、当
セ
ン
タ
ー

安
全
管
理
委
員
会（
綾
部
秀
伸
委
員
長
）

に
よ
る
市
内
巡
回
指
導
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
班
に
分
か
れ
、全
9
カ
所
を
巡
回

し
、「
健
康
管
理
」「
服
装
・
履
物
」「
作
業
環

境
」「
交
通
安
全
等
」６
分
野
19
項
目
に
つ

い
て
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
す

べ
て
の
巡
回
先
が
概
ね
良
好
と
い
う
結

果
で
会
員
の
安
全
就
業
に
対
す
る
意
識

は
堅
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
、安
全
へ
の
意
識
を

高
め
て
就
業
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
説
明
会（
定
例
）

就
業
相
談（
予
約
制
、会
員
限
定
）

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売

刃
物
研
ぎ
作
業

書
道
教
室

行
事
予
定

私
の
生
き
が
い

 

〜
生
涯
現
役
〜

皆様からの寄稿をお持ちしております。仕事、趣味、チャレンジしていること等々、皆様の『生きがい』をお聞かせください。
連絡先はシルバー人材センター事務局です。（広報部会）募 集

安
全
巡
回
指
導

　つい二ヶ月ほど前にスポーツ
の祭典リオ・オリンピック、パラ

リンピックが無事に幕を閉じ、今度はサッカーワールド
カップの予選でまた熱い戦いが始まろうとしています。
スポーツは、健常者も障害を持つ人も競技で流す涙はい
つでも私たちに感動を与えてくれ、勝敗の喜び、悔しさ
は一瞬に過ぎることはあっても、そこに掛けた努力と汗
は選手にとっても見る人にとっても一生の思い出とし
てその心にいつまでも残ります。感動と勇気は人々の
心を豊かにし、幸せにしてくれます。
　さあ！次は東京五輪です。あのリオの開会式は、それほ
どお金をかけずに世界中の人達を平和な気持ちにさせてく
れました。日本は「控えめで思いやり」という昔から大切に
してきた伝統と文化を持っています。今こそ世界中にそれ
を発信し、平和の懸け橋になることを願っています。
　私たちシルバー会員もいつまでも元気で、あの閉会式の
弾けるような笑顔を東京で再現しましょう!!　　広報部会

　今後も皆様から『川柳』募集いたしますので奮って
ご応募ください。次回（平成29年新年号）のお題は
次の通りです。【初夢】締め切りは「11月11日（金）」
必着とさせていただきます。

集 記編 後

並木道　ほほにはらりと　秋深し
（吉野和男　屋敷地区）

秋に成り　夏を乗り越え　ホッとする
（橘川義三　鷺沼台地区）

秋ナスを　喰うか　嫁の分までも
秋の夜長の静けさを　癒すは　酒と虫の声

（赤羽義郎　谷津・奏の杜地区）
秋祭り　口だけ元気　ジジとババ

（ペンネーム八回転居　大久保地区）
イチローの　記録の山に　秋高し

（西田梓　藤崎地区）
秋になり　何より楽し　食いけだけ

（小倉紘　谷津地区）
頭髪や　落ち葉で奏でる　淋しさよ
墓参り　息子と会話　甦り

（宮口克文　袖ケ浦地区）

お題：【秋】川 柳
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市
長
、市
議
会
議
長
訪
問

　
平
成
28
年
７
月
29
日
㈮
、𠮷
野
会
長
、綾

部
副
会
長
、平
賀
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
が

習
志
野
市
役
所
を
訪
問
し
、宮
本
泰
介
習
志

野
市
長
、
木
村
孝
浩
習
志
野
市
議
会
議
長
、

伊
藤
寛
習
志
野
市
議
会
副
議
長
と
面
談
い

た
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
運
営
状
況
等
の

報
告
を
行
い
、全
シ
協
か
ら
の【
決
議
文
】を

基
に「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

要
請
活
動
」を
行
い
ま
し
た
。

　
去
る
９
月
25
日（
日
）中
央
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
て
、
当
セ
ン
タ
ー
総
務
部
会

主
催
に
よ
る『
地
区
対
抗
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
深
夜

ま
で
雨
が
降
り
、
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、幸
い
に
も
天
候
が
回
復
し
、青
空
の

下
、総
勢
43
名（
内
、女
性
３
名
）の
参
加
で

賑
や
か
に
プ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
方
法
は
各
地
区
の
チ
ー
ム
対
抗
団

体
戦
。
各
地
区
最
大
６
名
参
加
で
上
位
４

名
の
ス
コ
ア
で
順
位
が
争
わ
れ
、
各
賞
に

金
・
銀
・
銅
メ
ダ
ル
と
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

優　

勝 

藤
崎
地
区

（
髙
野
、古
屋
、土
橋
、田
久
保
、大
塚
）

準
優
勝 

東
習
志
野
地
区

（
木
内
、樋
口
、小
林
、観
野
、竹
内
）

３　

位 

実
籾・新
栄
地
区

（
田
川
、秋
山
、伊
藤
、佐
野
、小
林
）

　
プ
レ
ー
終
了
後
、
隣
接
し
て
い
る
勤
労

会
館
に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
団

体
表
彰
の
他
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成

さ
れ
た
鈴
木
義
夫
さ
ん（
秋
津
・
香
澄
地

区
）と
石
橋
健
二
さ
ん（
大
久
保
、
本
大
久

保
、泉
町
地
区
）へ
も
急
遽
、特
別
賞
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
際
に
は
歓
声
が
あ
が
り
、
参
加

者
か
ら
は「
ま
た
や
り
た
い
で
す
ね
。」「
次

は
い
つ
で
す
か
?!
」な
ど
の
声
も
出
て
お

り
、
ケ
ガ
も
な
く
盛
況
の
も
と
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
、ま
た
、企
画
か
ら
各
種

手
配
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
総
務

部
会
の
方
々
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
部
会

鷺沼・鷺沼台地区会議の紹介 地区委員　笠原 良規

　鷺沼・鷺沼台地区の会員数は70人前後で推移
しています。小生が会員として地区会議に初め
て出席した平成17年頃は、出席人数が理事、地
区委員を含めて10人弱でした。最近は会員の
意識が向上し、出席者は25人前後です。出席率
5割位を目標に活動しています。また、女性会員
は15人在籍していますが、少人数で残念です。
　地区会議で出席者にセンターの動向を如何に
分かりやすく伝えるべきか苦心するところで
す。また、センターに対して会員が何を求めて

いるか動向を把握しなければなりません。最近
の主たる議題、市庁舎建替え、高齢者の未来、市
の防災対策等を取り上げて懇切に説明していま
すが、会員諸氏にどの程度理解していただいた
か気にかかります。
　また、議題によっては議論百出することもあり
ます。なにが問題か問題点をセンターに発信すべ
きかと反省すること多々あります。今回の主たる
議題は大久保地区の公共施設の再生事業です。か
なり身近な事案で大いに盛り上がりました。

表
彰
地
区
と
プ
レ
イ
ヤ
ー（
敬
称
略
）

地区対抗
親睦
パークゴルフ
大会


